
	 伊達警察署	 ceremony

安全に暮らせる地域を守るため
春の交通安全運動出動式を開催

生活環境が変わる春の季節、交通事故防止を徹底
するため、出動式が行われました。伊達地区交

通安全協会の菅
かん の
野宇

うい ち
一会長は「昨年にも増して、交通

安全活動に取り組んでまいります」と述べ、伊達市交
通対策協議会の会長を務める須田市長は「伊達市の将
来を担う子どもたちが悲惨な事故にあわないために

も、市民一人
一人の交通安
全意識を高め
る運動を進め
なければなら
ないと考えて
おります」と
あいさつしま
した。

4/3
(金 )

	 ファミリーパークだて	 ceremony

ファミリーパークだて
おかげさまで 30万人達成！

伊達屋内運動場「ファミリーパークだて」で利用者
30万人達成を記念したセレモニーが開催されま

した。平成 30年 3月のオープン以降、市内外から多く
の子どもたちに利用いただいており、この度、30万人
目となった福島市在住の佐

さとう
藤佑

ゆう
さんに認定書と記念品

が贈られました。「たくさん利用させていただいていま
す。お兄ちゃ
んも一緒に家
族で利用して
おり、遊び場
の三輪車や電
車などの乗り
物が大好きで
す」とうれし
そうでした。

3/10
(火 )

	 伊達市役所	 ceremony

市の国際化に大きく貢献
イボンヌ国際交流員退任式3/27

(金 )

伊達市国際交流員を1年 7カ月務めたイボンヌ・タ
カハシさんの退任式を行いました。イボンヌさんは、

認定こども園での英語体験や市民向け英語教室、外国人
向け日本語教室などを行いました。また、持ち前の明るさ
で子どもたちにも人気があり、国際交流イベント事業など
で大きく貢献しました。イボンヌさんは「私と関わってい

た皆さんに『英
語は面白い』
『異文化は楽し
い』と思って
いただけたら
大成功です！
ありがとうご
ざいました」
と述べました。

	 伊達市役所	 report

農業の担い手不足解消のために
データ駆動型スマート農業報告会

儲かる農業の実現に向けた市の実践事例や実際に環境
測定装置を設置した生産者からの取り組み報告があ

りました。高知大学 IoP共創センターの岡
おかばやし
林俊

としひろ
宏講師か

ら、データ駆動型スマート農業の可能性についてのお話が
あり、越

お ち
智史

ふみお
雄さんからは、伊達市で収集した生育データ

の分析結果が報告されました。参加者からは、「スマート
農業の話は少
し難しいかと
思いましたが、
具体的な実践
例を聞くこと
でとても分か
りやすかった
です」との声
がありました。

3/27
(金 )

	 伊達市役所	 ceremony

新入学児童の安全を願い
黄色い帽子を贈呈いただきました

明るい社会づくり運動福島・伊達・二本松地区協議
会が、伊達市内の新入学児童366人に黄色い帽

子の寄贈を行いました。桜
さくらだ
田葉

ようこ
子会長は「明るい社会づ

くり運動は、入学する子どもたちが元気に安全に通学し、
未来に向かって活動してほしいという想いで黄色い帽子
を贈呈しています」とあいさつされました。須田市長は、「黄

色い帽子をか
ぶって元気に
登校すること
で、ドライバー
にも交通安全
を再認識して
いただいてお
ります」と御
礼しました。

3/19
(木 )

	 保原市民センター	 ceremony

市民の生命と財産を守るために
伊達市消防団辞令交付式4/5

(日 )

火災や災害などに備えるため、日々訓練を続ける伊達市
消防団。式では須田市長から熊

くまだ
田祐
ゆういち
一消防団長へ辞

令の交付を行い、続けて団長から昇任者や新入団員へ辞令
が交付されました。新入団員を代表して、木

きむら
村祐
ゆうすけ
介さん（伊

達支団）が宣誓を行いました。須田市長は「この度の異動に
より、新しい体制となります。消防精神を堅持するとともに、

技術の習得、
訓練に励まれ、
災害時におい
ては市民の負
託に応えてい
ただきますよ
うお願いしま
す」とあいさ
つしました。

	 伊達市内	 visit

スマート農業を身近に
福島県知事と市長が意見交換

伊達市霊山町山戸田地区を訪問した内
うちぼり
堀雅

ま さ お
雄福島

県知事は、イチゴ生産者の菅
か ん の
野慎

しんいち
一さんのほ

場で「データ駆動型スマート農業」を視察しました。
この取り組みは、生産者が減少しても収量を増やし、
市全体の総生産量を確保しながら品質も向上させる
新しい農業を目指すものです。内堀知事は「データ

管理と分析に
よって農業の
レベルが向上
し、若い人が
積極的に取り
組むことがで
きますね」と
期待を寄せま
した。

3/23
(月 )

※このスペースは有料広告です。詳しくは、秘書広報課（☎ 575-1113）にお問い合わせください。

今年で64回目の開催を迎えた本大会。市内外から
2,085 人のランナーが参加しました。田んぼや

桜並木を見ながら走るコースもあり、伊達市の自然が
感じられる大会です。親子の部では元気いっぱい走る
子どもたちの姿が見られ、たくさんの人に元気をあた
えてくれました。また、10キロメートルのコースでは、

アニメのキャ
ラクターや小
道具を持って
走る参加者も
見られ、沿道
で応援する人
も楽しめるイ
ベントとなり
ました。

	 保原地域	 sports

強風にも負けない！
伊達ももの里マラソン大会4/12

(日 )
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